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１次関数

年 組 番 名前

●例題１●

１次関数 ｙ＝２χ＋３ で、χの値が１から４

まで増加したとき、次の問いに答えなさい。

（１）χの増加量を

求めなさい。

答．３

（２）ｙの増加量を

求めなさい。

答．６

（３）変化の割合を求めなさい。

変化の割合＝ ＝ ＝２

答．２

問１ １次関数 ｙ＝２χ＋１ で、χの値が１から

３まで増加したとき、次の問いに答えなさい。

（１）χの増加量を

求めなさい。

（２）ｙの増加量を

求めなさい。

（３）変化の割合を求めなさい。

問２ １次関数 ｙ＝３χ－７ で、χの値が２から

５まで増加したとき、次の問いに答えなさい。

（１）χの増加量を

求めなさい。

（２）ｙの増加量を

求めなさい。

（３）変化の割合を求めなさい。

ｙの増加量

χの増加量

６

３

χの増加量：３

χ １ → ４

ｙ ５ → １１

ｙの増加量：６

χの増加量：

χ １ → ３

ｙ →

ｙの増加量：

χの増加量：

χ ２ → ５

ｙ →

ｙの増加量：

問３ １次関数 ｙ＝－χ＋４ で、χの値が－２か

ら３まで増加したとき、次の問いに答えなさい。

（１）χの増加量を

求めなさい。

（２）ｙの増加量を

求めなさい。

（３）変化の割合を求めなさい。

問４ １次関数 ｙ＝－４χ＋３ で、χの値が－３

から－１まで増加したとき、次の問いに答えな

さい。

（１）χの増加量を

求めなさい。

（２）ｙの増加量を

求めなさい。

（３）変化の割合を求めなさい。

●例題２●

次の１次関数の変化の割合を答えなさい。

（１）ｙ＝２χ－７

答．２

（２）ｙ＝－４χ＋３

答．－４

問５ 次の一次関数の変化の割合を答えなさい。

（１）ｙ＝３χ－５

（２）ｙ＝－χ＋２

（３）ｙ＝ －９
χ

５

χの増加量：

χ －２ → ３

ｙ →

ｙの増加量：

χの増加量：

χ －３ → －１

ｙ →

ｙの増加量：

ｙ＝ａχ＋ｂ
↓

変化の割合

増加量が減少する

ときはマイナスを

使って表します


